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新生児マススクリーニングで発見された症例の追跡調査に関する研究

分担研究課題

先天性甲状腺機能低下症マススクリーニング結果に影響を与える

周産期の母体・胎児のヨード代謝と甲状腺機能に関する研究
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研究要旨

油性ヨード含有造影剤による子宮卵管造影(HSG)が、母体と胎児・新生児のヨード代謝、甲

状腺機能に与える影響について検討した。甲状腺疾患の既往のない女性6名では、HSG後に

甲状腺機能低下症傾向を示し、高濃度ヨード曝露が12週以上継続することが示された。HSG

後の妊娠29例の検討では、検査後2年以内の分娩で、62％の児に瞬帯血ヨード濃度が50“

g/L以上を示した。児に明らかな甲状腺機能低下症は認めなかった。油性ヨード含有造影剤

によるHSGでは、母体・胎児共に高濃度ヨード曝露をうけるが、その甲状腺機能への影響は

一定ではなく、出生後の児の運動発達への長期影響も含め、さらなる検討が必要である。
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A・研究背景

先天性甲状腺機能低下症マススクリーニング

で陽性となり最終的に一過性甲状腺機能低下症

と診断された症例の中に、母体の子宮卵管造影

(hysterosalpingography、HSG)施行後の新生児

が多数含まれていることが、前坂らにより平成2

年に報告（ホルモンと臨床、38:ll97,l990)さ

れたが、その詳細な機序、HSGの母体甲状腺機能

への影響や、胎児・新生児甲状腺機能への影響を

軽減させる対策などについての検討は、これまで

十分は行われてこなかった。

また少子化の進展の一方で､不妊症治療数はこ

の10年余りで約3.2倍、出生数は約4.4倍、全

新生児に占める体外受精･胚移植等により出生し

た児の割合は0.37％から1.79％へと急増してい

る（図1）。それらにおけるHSGの施行数は明ら

かではないが、日本産科婦人科学会の生殖医学臨

床実施登録施設を対象に平成14，15年度の施行

数を調査した結果では、612施設中240施設から

の有効回答で、それぞれ30,825例、30,519例で

あった(周産期学シンポジウムNo.23,87,2006)｡

これらの結果からは、少なくとも年間1万例以

上の新生児がHSG後に出生している可能性が示

唆され､先天性甲状腺機能低下症マススクリーニ

ングへ重大な影響を及ぼしているおそれのある

ことが推定される。

しかし、実際にHSG後の出生児における甲状腺

機能異常例の報告は限られており、その機序の解

明、胎児・新生児甲状腺機能への影響を軽減させ

る対策の検討は、HSGの安全性を保証する意味で

も喫緊の課題である。

以上を背景として、平成20年度は、国立成育
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